
議員発議案第１号
新型コロナウイルス感染症対策に係る財源確保等を求める意見書

新型コロナウイルス感染症は、世界的な感染拡大が継続し、国内においても
感染者は日増しに増加し、感染者数は累計で１万人を超える事態となっている。
国においては、本年４月７日に７都府県を対象に新型インフルエンザ等対策

特別措置法に基づく緊急事態宣言を発令し、同月１６日にその対象地域を全国
に拡大することを決定するとともに、同月２０日には新型コロナウイルス感染
症対策のための補正予算を閣議決定した。
本県においても、感染拡大を防止する観点から、県境をまたいでの移動の抑

制、人との接触を減らすための外出の自粛要請、遊興施設等への休業要請等の
対策を講じているところであるが、人や物の動きの停滞による経済活動の縮小、
事業者の経営悪化など県民生活に甚大な影響が生じている。
このような状況を踏まえ、本県においても新型コロナウイルス感染症緊急経

済対策をとりまとめ、感染拡大防止と医療体制の整備、雇用維持や事業継続の
ための支援強化などに取り組むこととしているが、本県を含め財政力の弱い地
方においては、今後、更なる対策を講じることが困難な状況となっている。
よって、国においては、国民の生命及び健康並びに生活を守るため、下記の

事項に取り組まれるよう強く要望する。

記

１ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止及び医療提供体制の維持のために必
要な対策を講じること。

２ 甚大な影響を受けている住民生活や地域経済に対し、地方公共団体が必要
かつ十分な支援を講じることができるよう追加の補正予算を措置するなど確
実な財源対策を講じること。

３ 緊急事態解除宣言後の対策を明らかにするとともに、必要な予算を確保す
ること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和２年４月３０日
宮 崎 県 議 会

衆 議 院 議 長 大 島 理 森 殿
参 議 院 議 長 山 東 昭 子 殿
内 閣 総 理 大 臣 安 倍 晋 三 殿
財 務 大 臣 麻 生 太 郎 殿
総 務 大 臣 高 市 早 苗 殿
文 部 科 学 大 臣 萩生田 光 一 殿
厚 生 労 働 大 臣 加 藤 勝 信 殿
農 林 水 産 大 臣 江 藤 拓 殿
経 済 産 業 大 臣 梶 山 弘 志 殿
国 土 交 通 大 臣 赤 羽 一 嘉 殿
内 閣 官 房 長 官 菅 義 偉 殿


